○岡谷市医師確保就業支援助成金条例施行規則
平成23年3月16日
規則第10号
(趣旨)
第1条　この規則は、岡谷市医師確保就業支援助成金条例(平成23年岡谷市条例第10号。以下「条例」という。)の施行に関し必要な事項を定めるものとする。
(指定医療機関)
第2条　条例第1条に規定にする市長が指定する市内の医療機関(以下「指定医療機関」という。)は、救急病院等を定める省令(昭和39年厚生省令第8号)第2条第1項の規定に基づき長野県知事が告示した次の救急告示医療機関とする。
(1)　岡谷市民病院
(2)　諏訪湖畔病院
(3)　今井整形外科
(診療科)
第3条　条例第2条に規定にする市長が定める診療科は、次のとおりとする。
(1)　岡谷市民病院　全診療科
(2)　諏訪湖畔病院　脳神経外科
(3)　今井整形外科　整形外科
(4)　前3号に掲げるもののほか、市長が特に必要と認める診療科
(助成金の額)
第4条　条例第3条に規定にする市長が定める助成金の額は、次の表のとおりとする。
	種類
	金額

	3年勤務
	300万円

	2年勤務
	200万円


(助成の申請)
第5条　条例第4条の規定により医師確保就業支援助成金(以下「助成金」という。)の支給を受けようとする者(以下「申請者」という。)は、第2条に規定する指定医療機関の業務に従事した日の翌日から起算して30日以内に、岡谷市医師確保就業支援助成金支給申請書(様式第1号。以下「申請書」という。)に、次に掲げる書類を添えて市長に提出しなければならない。
(1)　医師免許証の写し
(2)　従事する指定医療機関の推薦書(様式第2号)
(3)　履歴書
(支給の決定)
第6条　条例第5条に規定する通知は、岡谷市医師確保就業支援助成金支給決定通知書(様式第3号)によるものとする。
(請求)
第7条　申請者は、前条に規定する支給の決定の通知を受けたときは、岡谷市医師確保就業支援助成金支給請求書(様式第4号)により請求するものとする。
(変更の届出)
第8条　助成金の支給の決定を受けた者(以下「受給者」という。)は、次の各号のいずれかに該当したときは、直ちにその旨を岡谷市医師確保就業支援助成金変更届出書(様式第5号)により市長に届け出なければならない。
(1)　条例第6条の規定に該当するとき。
(2)　申請書の記載事項に変更があったとき。
(助成金の返還額)
第9条　条例第7条第1項の規定により助成金を返還するときの額は、助成金の額に応じて、当該申請をした助成金の額に、勤務開始から返還の事由が生じたときまでの勤務月数を減じた残りの月数を申請した勤務年数の月数で除した割合を乗じて算出した額とする。
(返還の猶予の申請及び決定)
第10条　条例第7条第2項の規定により返還の猶予を受けようとする受給者は、当該事由の生じた日から起算して30日以内に、岡谷市医師確保就業支援助成金返還猶予申請書(様式第6号)を市長に提出しなければならない。
2　市長は、前項の規定による申請書の提出があったときは、その内容の審査を行い、返還の猶予について決定し、岡谷市医師確保就業支援助成金返還猶予決定通知書(様式第7号)により受給者に通知するものとする。
(返還の免除の申請及び決定)
第11条　条例第7条第2項の規定により返還の免除を受けようとする受給者は、当該事由の生じた日から起算して30日以内に、岡谷市医師確保就業支援助成金返還免除申請書(様式第8号)を市長に提出しなければならない。
2　市長は、前項の規定による申請書の提出があったときは、その内容の審査を行い、返還の免除について決定し、岡谷市医師確保就業支援助成金返還免除決定通知書(様式第9号)により受給者に通知するものとする。
(補則)
第12条　この規則に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。
附　則
この規則は、平成23年4月1日から施行する。
様式第1号(第5条関係)
岡谷市医師確保就業支援助成金支給申請書
年　　月　　日
岡谷市長　　　　様
申請者(本人)氏名　　　　　　　　　　印
　岡谷市医師確保就業支援助成金条例施行規則第5条の規定により、助成金の支給を受けたいので、関係書類を添えて申請します。
	ふりがな
	　
	生年月日
	年　　月　　日

	氏名
	　
	診療科
	　

	住所
	　

	電話
	(　　　)

	希望する助成金(いずれかに○印)
	3年勤務　　300万円

2年勤務　　200万円

	申請理由
	　


添付書類
1　医師免許証の写し
2　従事する指定医療機関の推薦書(様式第2号)
3　履歴書
様式第2号(第5条関係)
推薦書
年　　月　　日
　岡谷市長　　　　様
従事する指定医療機関　　　　　　
所在地　　　　　　　　　　　　　
医療機関名　　　　　　　　　　　
代表者氏名　　　　　　　　　　印
　下記の者は、身体強健で、人物医業ともに優れ、岡谷市医師確保就業支援助成金の支給を受けることを適当と認めます。
記
1　氏名
2　診療科
3　勤務開始年月日　　　　　　年　　　月　　　日
様式第3号(第6条関係)
岡谷市医師確保就業支援助成金支給決定通知書
年　　月　　日
　　　　　　　　　様
岡谷市長　　　　　　　　　　印
　　年　　月　　日付けで申請のあった岡谷市医師確保就業支援助成金の支給について、審査の結果、支給(する・しない)ことに決定しましたので通知します。
	助成金の種類
	3年勤務　　2年勤務

	助成金額
	金　　　　　　　　　　　　　　　　円

	助成期間
	年　　月から　　　年　　月まで


ただし、次の条件を守らなければならない。
1　受給者は、岡谷市医師確保就業支援助成金条例(以下「条例」という。)及び岡谷市医師確保就業支援助成金条例施行規則の内容を遵守すること。
2　受給者は、次の各号のいずれかに該当したときは、直ちにその旨を岡谷市医師確保就業支援助成金支給変更等届出書により市長に届け出なければならない。
　(1)　条例第6条の規定に該当するとき。
　(2)　岡谷市医師確保就業支援助成金支給申請書の記載事項に変更があったとき。
様式第4号(第7条関係)
岡谷市医師確保就業支援助成金支給請求書
年　　月　　日
　岡谷市長　　　　様
住所　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　印
　　　　年　　月　　日付けで岡谷市医師確保就業支援助成金の支給決定を受けましたので、岡谷市医師確保就業支援助成金条例施行規則第7条の規定により下記のとおり請求します。
記
	請求額
	金　　　　　　　　　　　　　円

	振込先金融機関
	金融機関名

支店名

	振込口座
	預金種別
	　

	
	口座番号
	　

	
	フリガナ
	　

	
	名義人氏名
	　


様式第5号(第8条関係)
岡谷市医師確保就業支援助成金変更届出書
年　　月　　日
　岡谷市長　　　　様
住所　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　印
　　　年　　月　　日付けで支給決定がありました岡谷市医師確保就業支援助成金の申請内容について、変更がありましたので次のとおり届出します。
	受給者氏名
	　

	変更の内容及び理由
	　


様式第6号(第10条関係)
岡谷市医師確保就業支援助成金返還猶予申請書
年　　月　　日
　岡谷市長　　　　様
住所　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　印
　岡谷市医師確保就業支援助成金の返還の猶予を受けたいので、岡谷市医師確保就業支援助成金条例施行規則第10条の規定により次のとおり申請します。
	受給者氏名
	　

	　猶予を受けようとする額
	金　　　　　　　　　　　　　　　　円

	　猶予を受けようとする期間
	年　　月　　日から　　　年　　月　　日まで

	申請理由
	　


　添付書類　　返還の猶予の申請理由を証する書類
様式第7号(第10条関係)
岡谷市医師確保就業支援助成金返還猶予決定通知書
年　　月　　日
　　　　　　　　　　様
岡谷市長　　　　　　　　　　印
　　年　　月　　日付けで申請のあった岡谷市医師確保就業支援助成金の返還の猶予について、審査の結果、次のとおり猶予(する・しない)ことに決定しましたので通知します。
	受給者氏名
	　

	猶予する金額
	金　　　　　　　　　　　　　　円

	猶予する期間
	年　　月　　日から　　　年　　月　　日まで


様式第8号(第11条関係)
岡谷市医師確保就業支援助成金返還免除申請書
年　　月　　日
　岡谷市長　　　　様
住所　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　印
　岡谷市医師確保就業支援助成金の返還の免除を受けたいので、岡谷市医師確保就業支援助成金条例施行規則第11条の規定により次のとおり申請します。
	受給者氏名
	　

	　　支給を受けた助成金の種類
	年勤務

	　　支給を受けた助成金の額
	金　　　　　　　　　　　　　円

	支給を受けた期日
	年　　月　　日

	　　免除を受けようとする額
	金　　　　　　　　　　　　　円

	医師としてその業務に従事した市内の指定医療機関及び従事期間
	　指定医療機関名

　従事期間

　　　年　　月　　日から　　　年　　月　　日まで

(計　　　年　　　月)

	申請の理由
	　


　添付書類　　返還の免除の申請理由を証する書類
様式第9号(第11条関係)
岡谷市医師確保就業支援助成金返還免除決定通知書
年　　月　　日
　　　　　　　　　　様
岡谷市長　　　　　　　　　　印
　　年　　月　　日付けで申請のあった岡谷市医師確保就業支援助成金の返還の免除について、審査の結果、次のとおり免除(する・しない)ことに決定しましたので通知します。
	受給者の氏名
	　

	免除する助成金
	年勤務

	免除する金額
	金　　　　　　　　　　　　　円


